
 
 

 
平成２９年２月１６日 

帯 広 開 発 建 設 部 

 

 

十勝川の河川事業により１７万ｍ３の河道掘削土を提供し、 

被災農地の災害復旧を支援 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

昨年の北海道においては、８月１７日から３１日までの２週間に３つの台風が上陸、１つの台風

の接近により道東を中心に記録的な大雨となり、十勝川流域の農地では、表土流出などの大きな被

害が発生しました。 

 

帯広開発建設部では、河川整備計画等に基づき、十勝川の洪水氾濫を未然に防ぐ対策として、河

道掘削を実施しているところですが、今回被災した農地の迅速な災害復旧を図ることを目的として、

帯広市、清水町、芽室町、十勝総合振興局、関係するＪＡ、帯広開発建設部などを構成員とする「平

成２８年度大雨災害に係る農地の災害復旧工事と河川工事との十勝地方連絡調整会議」が開催され、

河川工事などにより発生する土砂の提供などについて協議を行いました。 

 

帯広開発建設部では、同会議に基づき調整が図られた農地に対し、昨年１２月１５日から河道掘

削土の提供を行ってきましたが、平成２９年２月１６日をもって今年度に予定していた１７万ｍ３

（ダンプトラック約３万１千台分）の運搬が完了しましたのでお知らせいたします。 

 

来年度においても、十勝川では「北海道緊急治水対策プロジェクト」の一環として河道掘削を推

進していく予定であり、引き続き同会議において関係者と調整し、河道掘削土の提供など被災農地

の早期復旧を支援してまいります。 

 

※プロジェクトの詳細は、以下のURL から御参照ください。 

「北海道緊急治水対策プロジェクト」 

http://www.ob.hkd.mlit.go.jp/hp/osirase/press/pdf/chisui28032.pdf 

 

 

 

 

帯広開発建設部では、十勝川の洪水氾濫を未然に防ぐ対策として河道掘削を

実施しています。 

昨年８月の一連の台風災害の影響により表土流出等の被害があった十勝川

流域の農地に対する災害復旧支援として、昨年１２月１５日から十勝川の河道

掘削土の提供を行ってきましたが、２月１６日までに今年度に予定していた 

１７万ｍ３分の運搬(ダンプトラック約３万１千台分)を実施しました。 

【問合せ先】 国土交通省 北海道開発局 帯広開発建設部 

池田河川事務所 所 長  小原 義博  電話 015-572-2661（代表） 

池田河川事     務所 副所長  鈴木 健治 

http://www.ob.hkd.mlit.go.jp/hp/osirase/press/pdf/chisui28032.pdf





